
　ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
平
成
29
年
、
福
津
・
宗
像
の
「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
が

登
録
さ
れ
、
福
津
で
は
「
新
原
・
奴
山
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
世
界
遺
産
の
古
墳
群
は

議
会
に
お
い
て
も
一
般
質
問
な
ど
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
質
問
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

市
民
の
思
い
、
現
在
の
進
捗
状
況
な
ど
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
当
時
、
海
の
道
む
な
か

た
館
長
の
講
話
や
、
九
州
国
立
博
物

館
の
特
別
展
な
ど
の
盛
り
上
が
り
報

道
に
接
し
ま
し
た
。
宗
像
と
沖
ノ
島

の
世
界
遺
産
登
録
は
確
定
と
思
い
ま

し
た
が
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
定

し
た
と
き
は
大
喜
び
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
日
本
全
国
や
海
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
世
界
遺
産
を
訪
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
も
現
地
に
来
て
、
福
津

の
歴
史
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
遺
跡
の
出
土
品
は
、
カ

メ
リ
ア
で
保
管
さ
れ
て
い
て
、
見
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

故
郷
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た
い

世
界
遺
産
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
へ
の
思
い
や
魅
力
に
つ
い
て
、
福
津
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
（
い
さ
ば
会
）
の
有
吉
敏
高
会
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　世
界
遺
産
関
連
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
議
員

が
行
っ
た
一
般
質
問
や
総
括
質
疑
が
、
そ
の
後
、
市
政
に
ど
う
生
か
さ

れ
た
の
か
、
市
の
担
当
部
署
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
国
内
初
の
古
墳
群
を
訪
れ
て
ほ
し
い

▲福津市観光ボランティアガイド会
　（いさば会）有吉 敏高 会長

▲古墳群での菜の花の種まきに集まった観光ボランティアガイド会（いさば会）の皆さん

そういえば
あの質問は
どうなった？
　
　
＝
当
時
の
質
疑
・
質
問
　
　
　
＝
当
時
の
市
の
回
答

　
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
内
の
用
地

取
得
の
状
況
は
。

　
　
世
界
遺
産
登
録
時
に
ユ
ネ
ス
コ

の
諮
問
機
関

「
イ
コ
モ
ス
」

へ
示
し
た
新

原
・
奴
山
古

墳
群
整
備
行

動
計
画
に
基

づ
き
、
公
有

化
事
業
を
進

め
て
い
る
。
平
成
30
年
度
ま
で
に
公

有
化
し
た
土
地
は
約
10
万
㎡
、
公
有

化
率
は
約
82
％
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん

だ
の
か
？

　
着
実
に
進
ん

で
い
る
。現
在
、

公
有
化
率
は
95

％
。
令
和
10
年

度
に
は
１
０
０
％

を
め
ざ
し
て
い
る
。

令
和
元
年
12
月

定
例
会
一
般
質
問

用
地
取
得
は
進
ん
で
い
る
の
か

▲谷口観光いちご園　谷口 知文さん

し
ん  

ば
る

ぬ

や
ま

古墳群の草刈りをして
いますが、以前と比べ
国道沿いは民間の建物
がなくなり、スッキリ
しました。

　
　
稲
作
を
や
め
る
と
い
う
人
や
、

運
搬
が
農
家
負
担
に
な
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
移
転
時
の

国
県
市
の
負

担
割
合
は
。

　
　
コ
メ
麦

生
産
農
家
に

は
負
担
に
な

る
と
認
識
し

て
い
る
。
施

設
解
体
等
の
費
用
負
担
割
合
は
国
県

が
88
％
、
市
が
12
％
と
な
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
宗
像
市
内
に

新
施
設
が
完
成

し
た
の
で
、令
和

４
年
度
に
津
屋

崎
の
施
設
を
解

体
。関
係
者
の
協

力
で
、景
観
は
自

然
に
近
づ
い
た
。

令
和
元
年
12
月

定
例
会
一
般
質
問

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
移
転
で
困
惑
は

▲勝浦の国道沿いにあったカントリー
エレベーター

市民インタビュー

▲新たに宗像市光岡に完成したカント
リーエレベーター

▲アソウファーム　麻生 正雄さん

お米の運搬に少々時間
がかかり不便になりま
したが、世界遺産の景
観はとても向上しまし
た。

市民インタビュー

特集  世界遺産への思い

2議 会 だ よ り  ふ く つ
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取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
質
問
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

市
民
の
思
い
、
現
在
の
進
捗
状
況
な
ど
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
当
時
、
海
の
道
む
な
か

た
館
長
の
講
話
や
、
九
州
国
立
博
物

館
の
特
別
展
な
ど
の
盛
り
上
が
り
報

道
に
接
し
ま
し
た
。
宗
像
と
沖
ノ
島

の
世
界
遺
産
登
録
は
確
定
と
思
い
ま

し
た
が
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
定

し
た
と
き
は
大
喜
び
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
日
本
全
国
や
海
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
世
界
遺
産
を
訪
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
も
現
地
に
来
て
、
福
津

の
歴
史
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
遺
跡
の
出
土
品
は
、
カ

メ
リ
ア
で
保
管
さ
れ
て
い
て
、
見
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

故
郷
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た
い

世
界
遺
産
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
へ
の
思
い
や
魅
力
に
つ
い
て
、
福
津
市
観
光
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。
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。
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和
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崎
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の
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で
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は
自
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に
近
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元
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レ
ベ
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タ
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▲勝浦の国道沿いにあったカントリー
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▲新たに宗像市光岡に完成したカント
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市民インタビュー

特集  世界遺産への思い

3 議 会 だ よ り  ふ く つ



古墳まつりのはにわの案内板▶

①展望所から観光案内をするボラ
ンティアガイド　②なたねの種取
り　③菜殻火（ながらび）　④小学
生の現地学習　⑤古墳とひまわり
⑥散策路に咲く彼岸花　⑦古墳と
コスモス　⑧コスモスと乗馬　
⑨種まき後の記念撮影　⑩⑪⑫菜
の花の種まきをする市民、郷づく
り、市職員　⑬菜の花と古墳まつ
り　⑭⑮⑯菜の花時期の楽しいか
かし　⑰古墳まつり　⑱古墳現地
説明会　⑲古墳まつり古代人ガイ
ド　⑳展望所から望む菜の花畑

　
　
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

世
界
遺
産
学
習
の
取
り
組
み
は
。

　
　
校
区
内
に
新
原
・
奴
山
古
墳
群

が
あ
る
勝
浦
小
学
校
が
、
最
も
盛
ん

に
授
業
を
実

施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度

は
、
そ
の
他

の
市
内
の
３

小
・
中
学
校

で
も
実
施
し

て
い
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
現
在
も
勝
浦
小
、
福
間
南
小
、
神

興
小
、
津
屋
崎
中
で
授
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
古
墳
群
で
の
現

地
学
習
と
文
化

財
課
職
員
が
学

校
で
行
う
出
前

授
業
を
２
本
柱

に
し
、
世
界
遺

産
学
習
の
実
施

校
と
授
業
数
を

増
加
さ
せ
た
い
。

令
和
４
年
９
月

定
例
会
一
般
質
問

世
界
遺
産
学
習
を
す
べ
き
で
は

　
　
今
後
の
活
用
方
法
や
、
多
く
の

歴
史
遺
産
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
、
市
内
の
史
跡
や
観
光
地
等

の
周
遊
を
図
っ
て
い
る
。
交
通
不
便

の
解
消
と
市
内
観
光
地
の
周
遊
増
加

を
図
る
た
め
、
一
人
２
千
円
の
タ
ク

シ
ー
ク
ー
ポ
ン
を
補
助
し
、
現
地
を

訪
れ
る
観
光
客
の
支
援
を
実
施
。
ほ

か
に
古
墳
ま
つ
り
も
開
催
し
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
は
、

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
18
件
だ
っ
た
が
、
令
和

４
年
度
は
１
３
９
件
。
コ
ス
モ
ス
や

菜
の
花
の
時
期
に
利
用
者
が
増
え
て

い
る
。
今
後
は

多
く
の
歴
史
遺

産
や
観
光
地
を

結
び
、
周
遊
し

て
も
ら
う
こ
と

で
、
市
内
の
消

費
喚
起
に
も
つ

な
げ
た
い
。

令
和
３
年
９
月

定
例
会
総
括
質
疑

今
後
の
活
用
方
法
は

　
市
が
世
界
遺
産
内
に
位
置
す
る
民

間
事
業
者
の
財
産
を
取
得
す
る
に
あ

た
り
、
委
員
会
は
「
地
域
住
民
を
は

じ
め
福
津
市
民
へ
の
情
報
共
有
及
び

共
働
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
諮
り
、
丁

寧
に
対
応
し
て
進
め
る
こ
と
」
と
い

う
付
帯
決
議
を
付
し
た
。
市
は
ど
う

受
け
止
め
、

進
め
た
の
か
。

あ
れ
か
ら
進

ん
だ
の
か
？

　
多
く
の
地

域
住
民
と
何

度
も
話
し
合

い
、
不
安
の

解
消
に
努
め
、
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

ま
た
、
市
民
や
郷
づ
く
り
、
観
光
協

会
等
関
係
団
体
、
県
職
員
、
大
学
教

授
と
共
働
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
多
く
の
声
を
反
映
し
た
、
第
２

次
整
備
計
画
を
令
和
３
年
度
に
策
定

し
た
。
ほ
か
に
も
地
域
活
性
化
や
観

光
の
視
点
か

ら
、
市
民
や
市

内
事
業
者
と
共

に
、
古
墳
周
辺

に
コ
ス
モ
ス
や

菜
の
花
な
ど
の

種
ま
き
を
し
て

い
る
。

令
和
元
年
７
月

臨
時
会
議
案
審
査

用
地
取
得
に
あ
た
り
委
員
会
の
付
帯
決
議
の
対
応
は

古墳群の

四季の彩り

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
ま
す
　※

新
年
の
挨
拶
は
広
報
ふ
く
つ
２
月
号
参
照

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
に
深
く
追
悼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
議
会
で
は
昨
年
一
年
間
で
議

案
や
発
議
、
請
願
な
ど
合
計
１
２
０
件

を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
と
総
括
質
疑
で
は
、
延
べ
62
人
の
議

員
が
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

特
集
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
も
議
会
で

何
度
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
世
界
遺

産
登
録
か
ら
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
、

今
で
は
海
外
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
古
墳
群
は
、
福
津
の
宝
で
あ

り
誇
り
で
す
。
日
々
、
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
　

文
化
財
と
い
う
視
点
で
は
、
豊
村
酒

造
建
造
物
が
国
の
重
要
文
化
財
に
ま
も

な
く
指
定
さ
れ
ま
す
。
古
墳
群
と
と
も

に
、
文
化
観
光
資
源
と
し
て
活
用
の
幅

が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

改
革
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
議
会
に
対
し
、
皆
様
の
更
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
津
市
議
会
議
長
　
髙
山
　
賢
二 ▲統括地域コーディネーター　西田 明日香さん

授業の科目等に紐づけ
て世界遺産学習を進め
ています。各学校の現
状に合わせて取り入れ
てほしいです。

市民インタビュー

▲観光ボランティアガイド会　永松 春一さん

福津に住んでいる皆さ
ん、世界遺産をＰＲす
るためにも来て、見て、
その素晴らしさを感じ
てください。

市民インタビュー

▲小学生の世界遺産現地学習▲古墳が並ぶ風景

▲文化財課　池ノ上 宏 世界遺産係長

新原・奴山古墳群を訪
れた人に喜んでもらえ
るよう、地域の人たち
と共働し、魅力を高め
ていきたいです。

市職員インタビュー

３月には黄色
のじゅうたん
が広がるよ
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古墳まつりのはにわの案内板▶

①展望所から観光案内をするボラ
ンティアガイド　②なたねの種取
り　③菜殻火（ながらび）　④小学
生の現地学習　⑤古墳とひまわり
⑥散策路に咲く彼岸花　⑦古墳と
コスモス　⑧コスモスと乗馬　
⑨種まき後の記念撮影　⑩⑪⑫菜
の花の種まきをする市民、郷づく
り、市職員　⑬菜の花と古墳まつ
り　⑭⑮⑯菜の花時期の楽しいか
かし　⑰古墳まつり　⑱古墳現地
説明会　⑲古墳まつり古代人ガイ
ド　⑳展望所から望む菜の花畑

　
　
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

世
界
遺
産
学
習
の
取
り
組
み
は
。

　
　
校
区
内
に
新
原
・
奴
山
古
墳
群

が
あ
る
勝
浦
小
学
校
が
、
最
も
盛
ん

に
授
業
を
実

施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度

は
、
そ
の
他

の
市
内
の
３

小
・
中
学
校

で
も
実
施
し

て
い
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
現
在
も
勝
浦
小
、
福
間
南
小
、
神

興
小
、
津
屋
崎
中
で
授
業
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
古
墳
群
で
の
現

地
学
習
と
文
化

財
課
職
員
が
学

校
で
行
う
出
前

授
業
を
２
本
柱

に
し
、
世
界
遺

産
学
習
の
実
施

校
と
授
業
数
を

増
加
さ
せ
た
い
。

令
和
４
年
９
月

定
例
会
一
般
質
問

世
界
遺
産
学
習
を
す
べ
き
で
は

　
　
今
後
の
活
用
方
法
や
、
多
く
の

歴
史
遺
産
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
し
、
市
内
の
史
跡
や
観
光
地
等

の
周
遊
を
図
っ
て
い
る
。
交
通
不
便

の
解
消
と
市
内
観
光
地
の
周
遊
増
加

を
図
る
た
め
、
一
人
２
千
円
の
タ
ク

シ
ー
ク
ー
ポ
ン
を
補
助
し
、
現
地
を

訪
れ
る
観
光
客
の
支
援
を
実
施
。
ほ

か
に
古
墳
ま
つ
り
も
開
催
し
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
進
ん
だ
の
か
？

　
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
は
、

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
18
件
だ
っ
た
が
、
令
和

４
年
度
は
１
３
９
件
。
コ
ス
モ
ス
や

菜
の
花
の
時
期
に
利
用
者
が
増
え
て

い
る
。
今
後
は

多
く
の
歴
史
遺

産
や
観
光
地
を

結
び
、
周
遊
し

て
も
ら
う
こ
と

で
、
市
内
の
消

費
喚
起
に
も
つ

な
げ
た
い
。

令
和
３
年
９
月

定
例
会
総
括
質
疑

今
後
の
活
用
方
法
は

　
市
が
世
界
遺
産
内
に
位
置
す
る
民

間
事
業
者
の
財
産
を
取
得
す
る
に
あ

た
り
、
委
員
会
は
「
地
域
住
民
を
は

じ
め
福
津
市
民
へ
の
情
報
共
有
及
び

共
働
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
諮
り
、
丁

寧
に
対
応
し
て
進
め
る
こ
と
」
と
い

う
付
帯
決
議
を
付
し
た
。
市
は
ど
う

受
け
止
め
、

進
め
た
の
か
。

あ
れ
か
ら
進

ん
だ
の
か
？

　
多
く
の
地

域
住
民
と
何

度
も
話
し
合

い
、
不
安
の

解
消
に
努
め
、
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

ま
た
、
市
民
や
郷
づ
く
り
、
観
光
協

会
等
関
係
団
体
、
県
職
員
、
大
学
教

授
と
共
働
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
多
く
の
声
を
反
映
し
た
、
第
２

次
整
備
計
画
を
令
和
３
年
度
に
策
定

し
た
。
ほ
か
に
も
地
域
活
性
化
や
観

光
の
視
点
か

ら
、
市
民
や
市

内
事
業
者
と
共

に
、
古
墳
周
辺

に
コ
ス
モ
ス
や

菜
の
花
な
ど
の

種
ま
き
を
し
て

い
る
。

令
和
元
年
７
月

臨
時
会
議
案
審
査

用
地
取
得
に
あ
た
り
委
員
会
の
付
帯
決
議
の
対
応
は

古墳群の

四季の彩り

よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
ま
す
　※

新
年
の
挨
拶
は
広
報
ふ
く
つ
２
月
号
参
照

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
に
深
く
追
悼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
議
会
で
は
昨
年
一
年
間
で
議

案
や
発
議
、
請
願
な
ど
合
計
１
２
０
件

を
審
議
し
、
議
決
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
と
総
括
質
疑
で
は
、
延
べ
62
人
の
議

員
が
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

特
集
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
も
議
会
で

何
度
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
世
界
遺

産
登
録
か
ら
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
、

今
で
は
海
外
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
古
墳
群
は
、
福
津
の
宝
で
あ

り
誇
り
で
す
。
日
々
、
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
　

文
化
財
と
い
う
視
点
で
は
、
豊
村
酒

造
建
造
物
が
国
の
重
要
文
化
財
に
ま
も

な
く
指
定
さ
れ
ま
す
。
古
墳
群
と
と
も

に
、
文
化
観
光
資
源
と
し
て
活
用
の
幅

が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し

改
革
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
議
会
に
対
し
、
皆
様
の
更
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
津
市
議
会
議
長
　
髙
山
　
賢
二 ▲統括地域コーディネーター　西田 明日香さん

授業の科目等に紐づけ
て世界遺産学習を進め
ています。各学校の現
状に合わせて取り入れ
てほしいです。

市民インタビュー

▲観光ボランティアガイド会　永松 春一さん

福津に住んでいる皆さ
ん、世界遺産をＰＲす
るためにも来て、見て、
その素晴らしさを感じ
てください。

市民インタビュー

▲小学生の世界遺産現地学習▲古墳が並ぶ風景

▲文化財課　池ノ上 宏 世界遺産係長

新原・奴山古墳群を訪
れた人に喜んでもらえ
るよう、地域の人たち
と共働し、魅力を高め
ていきたいです。

市職員インタビュー

３月には黄色
のじゅうたん
が広がるよ
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